





















The development and evaluation of an assessment tool to predict maladjustment of
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研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a simple and effective assessment 
tool for healthcare workers to predict family maladjustment before bereavement of the patient. A 
prospective survey was conducted before patients’ bereavement to examine the association between 
the risk assessment by healthcare workers and the bereaved family's response to the questionnaire 
(ICG,K6,SF-12v2) concerning their psychological status. As a result, bereaved families that were 
evaluated as “requiring support（high risk）” by the nurse showed exacerbated psychological 
symptoms, demonstrating that the nurse’s assessment had criterion-related validity (predictive 
validity). In particular, our findings suggest that “lack of social support” and “financial 




















































2015 年 10 月～2018 年 3 月に緩和ケア病棟に入院中の患者の家族 578 名について、看護師が
悲嘆予測チェックリスト（10 項目）および死別後支援の必要性の評価を行った。 
 
(3) 遺族の精神症状の評価【6 ヶ月後調査】 
患者の死から 6 ヶ月後に遺族 578 名に自記式質問紙を郵送したところ、211 名から回答が得
られた。調査内容は複雑性悲嘆を測定するための ICG、気分・不安障害を測定するための K6、




(4) 遺族の精神症状の評価【1 年後調査】 
1 回目の調査で回答の得られた遺族 211 名に対して、患者の死から 1 年後に自記式質問紙を





  患者の入院中          患者の死から 6 ヶ月後      患者の死から 1 年後 
  悲嘆予測チェックリスト          自記式質問紙 
支援必要性の評価        （ICG、K6、SF-12v2）       （ICG、K6、SF-12v2） 
 






取りに関する項目など計 10 項目（5 件法）で構成されている。 
 
(2) 看護師によるリスク評価と遺族の精神症状との関連【6 ヶ月後調査】 
データに不備のある者を分析から除外し、203 名（男性 60 名、女性 143 名）を分析対象とし
た。看護師による死別後支援の必要性の評価は、「支援不要」が 131 名（70.1％）、「わからない」
が 36 名（19.3％）、「支援必要」が 20 名（10.7％）であった。死別後支援の必要性の評価と属性
との関連では、故人の年齢は「支援必要」群が有意に低く（p<.01）、患者が若いほど看護師は死
別後の家族を「要支援」と評価していた。 













(3) 看護師によるリスク評価と遺族の精神症状との関連【1 年後調査】 
データに不備のある者を分析から除外し、132 名（男性 39 名、女性 93 名）を分析対象とし
た。看護師による死別後支援の必要性の評価は、K6 と ICG および SF-12v2 の一部で関連が認
められ、看護師が「支援不要」と評価した家族は死別から 1 年後の K6（p<.01）、ICG（p<.001）
の得点が有意に低く、逆に精神的 QOL サマリースコア（p<.01）、役割/社会的 QOL サマリース
コア（p<.05）の得点が有意に高いことが示された。 
また、悲嘆予測チェックリストの各項目のうち「ソーシャルサポートの欠如」と「経済的問題」
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